
後

漢

時
代

に
お

け

る
為

政

者

に
よ

る
顕

彰

角

谷

常

子

は
じ
め
に

後
漢
時
代

に
墓
碑
を
中
心
に
立
石
が
流
行
す
る
。
そ
れ
は
門
生

・

弟
子

・
故
吏
や
子
孫
が
故
主
や
父
祖
に
対
し
て
立
て
る
場
合
が
多

い

が
、
実
は
中
に
は
為
政
者
が
立
て
さ
せ
た
例
も
見
い
だ
さ
れ
る
。
ま

た
立
碑
以
外
に
も
、
死
に
際
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
賜
与
が
行
わ
れ
て
い

る
。
こ
う

し
た
行
為
を
広
く
顕
彰
行
為
と
見
る
な
ら
ば
、
門
生

・
故

吏
ら
に
よ
る
下
か
ら
上
へ
の
顕
彰
が
流
行
す
る
背
景
と
し
て
、
上
か

ら
下

へ
の
顕
彰

(賜
与
)

の
風
が
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

い
つ
の
時
代
も
国
家
に
よ
る
顕
彰
活
動
は
あ
る
。
そ
れ
は
当
然
政
治

的
目
的
が
あ

っ
て
の
こ
と
で
あ
る
が
、
後
漢

に
お
い
て
は
前
代
に

比
し
て
か
な
り
活
発
な
顕
彰
活
動
が
行
な
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
。
本
稿

で
は
、
立
碑

の
流
行
の
意
味
を
考
え
る
た
め
に
も
、
そ
う

し
た
為
政
者
に
よ
る
顕
彰
行
為

の
実
態
と
背

景
に
つ
い
て
考
察
し
て

み
た
い
。

1
、
為
政
者
に
よ
る
顕
彰
～
祠
墓
と
表
墓
～

為
政
者
が
臣
下
に
、
墓
と

い
う
場
で
ど
の
よ
う
に
か
か
わ

っ
て
い

た
か
を
み
て
み
よ
う
。
墓
は
い
う
ま
で
も
な
く
政
治
的
活
動
の
場
と

な
り
う
る
。
そ
れ
は
為
政
者

の
墓
主
に
対
す
る
態
度
が
重
要
な
意
味

を
も

つ
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
『漢
書
』
外
戚
恩
沢
侯
表
の
序
に
、

論
語
の
禿
日
の
文
章
を
ふ
ま
え
て
、

古
よ
り
受
命
及
び
中
興
の
君
、
必
ず
滅
び
し
を
興
し
絶
え
し
を

継
ぎ
、
廃
せ
ら
る
る
を
修
め
逸
せ
る
を
挙
ぐ
。
然
る
後
天
下
仁

に
帰
し
、
四
方
の
政
行
わ
る
。
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(自

古
受
命
及
中
興
之
君
、
必
興
滅
継
絶
、
修
廃
塞
逸

、
然
後

天
下
蹄
仁
、
四
方
之
政
行
焉
。
)

と
あ
る
よ
う
に
、
王
朝
創
業
者
は
も
ち
ろ
ん
、
同
じ
王
朝
内
の
新
皇

帝
に
と

っ
て
も
ま
た
、
前
政
権
下
あ
る
い
は
先
帝
時
代
の
臣
下
の
功

績
を
評
価

し
、
新
た
な
人
材
を
登
用
す
る
こ
と
が
、
即
位
当
初
に
お

け
る
重
要

な
仕
事

の

一
つ
で
あ
る
。
と
り
わ
け
前
政
権
下
で
弾
圧
を

受
け
た
人

や
抵
抗
し
た
人
に
対
し
て
、
名
誉
を
回
復
し
、
優
遇
を
与

え
る
こ
と

は
、
新
政
権

の
立
場
上
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た

人
材
の
登
用
や
顕
彰
に
よ

っ
て
自
ら
の
政
治
姿
勢
を
示
す
必
要
が
あ

る
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
し
た
優
遇
や
顕
彰

の
方
法
と
し
て
は
、
官
爵

や
賜
与
物
を
与
え
る
と
い
う
の
が

一
般
的
で
あ
る
が
、
本
人
が
す
で

に
亡
く
な

っ
て
い
る
場
合
、
官
爵
は
子
孫
に
与
え
、
子
孫

の
な
い
場

合
は
後
嗣
を
捜
し
て
祭
祀
を
継
続
さ
せ
る
。
そ
し
て
何
よ
り
も
肝
心

の
本
人
に
対
し
て
は
、
墓
を
舞
台
に
顕
彰
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

具
体
的
に
は
、
祭
祀
で
あ
る
。
例
え
ば
前
漢
昭
帝
元
鳳
元
年
に

郡
国
選
ぶ
所

の
行
義
有
る
者
琢
郡
の
韓
福
等
五
人
に
吊
を
賜
う

こ
と
人
ご
と
に
五
十
匹
に
し
て
帰
ら
し
む
。
詔
し
て
曰
く
、
朕

閾
労
す
る
に
官
職
の
事
を
以
て
す
。
其
れ
孝
弟
を
修
め
以
て
郷

里
に
教
ふ
る
に
務
め
よ
。
郡
県
を
し
て
常
に
正
月
を
以
て
羊
酒

を
賜

わ
し
む
。
不
幸
有
る
者
は
、
衣
被

一
襲
を
賜
い
、
祠
る
に

中
牢
を
以
て
せ
し
む
。

(『漢
書
』
昭
帝
紀
)

(賜
郡
國
所
選
有
行
義
者
源
郡
韓
福
等

五
人
吊
、
人
五
十
匹
、

遣
蹄
。
詔
日
、
朕
閾
勢
以
官
職
之
事
、
其
務
修
孝
弟
以
教
郷
里
。

令
郡
縣
常
以
正
月
賜
羊
酒
。
有
不
幸
者
賜
衣
被

一
襲
、
祠
以
中

牢
。)

と
あ
り
、
行
義
あ
る
者
と
し
て
郡
国
か
ら
選
ば
れ
た
五
人
に
対
し
て
、

郡
県
は
正
月
に
は
羊
酒
を
賜

い
、
も
し
彼
ら
が
亡
く
な

っ
た
な
ら
ば

衣
被

一
そ
ろ
い
を
賜

っ
た
上
、
中
牢
、
即
ち

羊
と
家
を
以
て
祠
れ
、

と
い
う
詔
が
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
祠
り
は

『後
漢
書
』
李
通
伝

(列

伝
五
)
に

「毎
幸
南
陽
、
常
遣
使
者
以
太
牢

祠
通
父
家
」
(常
に
使

者
を
遣
わ
し
て
太
牢
を
以
て
通
の
父
の
家
を
祠
ら
し
む
)
と
あ
る
よ

う
に
、
墓
で
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ

の
よ
う
な
中
牢
の
祭
祀

を
賜
る
事
例
は
、
『漢
書
』
に
は
こ
の

一
例

し
か
み
え
な
い
が
、
『後

漢
書
』

で
は
九
例

(内
四
例
は
薫
何

・
窪
光

の
祭
祀
)、
刻
石
の
中

に
も

「詔
使
者
王
謙
送
葬
以
中
牢
具
祠
」
(「
陳
留
太
守
胡
公
碑
」
『藥

中
郎
集
』
巻
六
)
と
み
え
、
ま
た

「韓
仁
銘
」
に
は

「郡
遣
吏
以
少

牢
祠
」
と

(
『金
石
葦
編
』
巻

一
七
)
、
少
牢

の
例
が
あ
る
。
さ
ら
に

こ
の
よ
う
に
少
牢
と
か
中
牢
な
ど
と
は
書
か
れ
て
い
な

い
が
、
墓
で

祠
る
例
と
し
て
は
、
前
漢
平
帝
時
代
の
こ
と
と
し
て

元
始
四
年
、
詔
書
あ
り
、
百
辟
卿
士
の
民
に
益
あ
る
者
を
祀
ら

一26一



し
む
。
蜀
郡
は
文
翁
を
以
て
、
九
江
は
召
父
を
以
て
詔
書
に
応

ず
。
歳
時
に
二
千
石
、
官
属
を
率

い
て
礼
を
行

い
、
信
臣

の
家

に
奉
祠
し
、
南
陽
も
ま
た
為
に
祠
を
立

つ
。

(『漢
書
』
巻
八
九

召
信
臣
)

(元
始
四
年
、
詔
書
祀
百
辟
卿
士
有
盆
於
民
者
、
蜀
郡
以
文
翁
、

九
江
以
召
父
鷹
詔
書
。
歳
時
郡
二
千
石
率
官
囑
行
禮
、
奉
祠
信

臣
家
、
而
南
陽
亦
爲
立
祠
)

と
あ
り
、

い
わ
ゆ
る
循
吏
が
定
期
的
に
国
家
の
祭
祀
を
受
け
る
こ
と

に
な

っ
た
。
さ
ら
に
後
漢
光
武
帝
時
代
に
は

「帝
南
祠
章
陵
、
過
湖

陽
、
祠
重

墓
」
(
『後
漢
書
』
列
伝
二
二

焚
宏
)、桓
帝
時
代
に
は

「表

襲
遂
之
墓

、
立
銘
祭
祠
」
(
『後
漢
書
』
列
伝
五
四

延
篤
)
と
い
う

例
な
ど
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
全
体
と
し
て
み
る
と
、
墓
で
の
祭
祀

の
事
例
は
前
漢

後
半
期
か
ら
み
え
は
じ
め
、
前
漢
末
期
以
降
増
え
、
後
漢
に
な
る
と

さ
か
ん
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
数
少
な
い
前
漢
時
代

の
事
例
が
、
武
帝
の
死
後
後
見
を
任
さ
れ
た
窪
光
が
実
権
を
握

っ
て

い
た
昭
帝

時
代
と
、
王
葬
が
安
漢
公
と
し
て
実
権
を
握

っ
て
い
た
平

帝
時
代
の
も

の
で
あ
る
の
は
、
理
由
の
な

い
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
。

さ
て
、
墓
に
お
け
る
も
う

一
つ
の
顕
彰
活
動
を
み
て
お
こ
う
。
前

漢
時
代

の
例
と
し
て
次
の
よ
う
な
話
が
み
え
る
。

是
に
於
い
て
太
守
牛
を
殺
し
て
自
ら
孝

婦
を
祭
り
、
因
り
て
其

の
墓
を
表
す
る
や
、
天
立
ど
こ
ろ
に
大

い
に
雨
ふ
り
、
歳
り
敦

す
。

(『漢
書
』
巻
七

一

干
定
国
)

(於
是
太
守
殺
牛
自
祭
孝
婦
、
因
表
其
墓
、
天
立
大
雨
、
歳
敦
。)

假
し
異
世
を
し
て
陛
下
に
及
ば
ざ
ら
し
む
る
も
尚
お
、
国
家
の

其

の
功
を
追
録
し
て
其

の
墓
を
封
表
し
以
て
後
進
を
勧
め
ん
こ

と
を
望
む
。

(
『漢
書
』
巻
七
〇

陳
湯
)

(假
使
異
世
不
及
陛
下
、
尚
望
國
家
追

録
其
功
、
封
表
其
墓
、

以
勧
後
進
也
。
)

太
守
が
冤
罪
で
殺
さ
れ
た
孝
婦
の

「墓
を
表
」
し
た
り
、
国
家
が

功
臣
の

「墓
を
封
表
」
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
特
に
前
者
は
冤

罪
を
晴
ら
し
霊
を
慰
め
る
と

い
う
意
味
合

い
も
強

い
が
、

い
ず
れ

も

「表
墓
」
と

い
う
行
為
に
孝

・功
を
讃
え

る
意
が
認
め
ら
れ
よ
う
。

こ
の

「表
墓
」
と
よ
く
似
た
言
葉
と
し
て

「表
閻
」
と

い
う
表
現
も

あ
る
が
、

一
体
こ
の

「表
」
墓
と
は
何
だ
ろ
う
か
。

表
と
は
、
「衣
と
毛
に
従
」
い
、
「獣
毛
の
み
え
る
の
が
表
」
で
あ

る

(白
川
静

『字
統
』
)
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
外

に
み
え
て

い
る
こ
と
を

い
い
、
そ
こ
か
ら
は

っ
き
り
し
て
い
る
、
あ
る
い
は
さ

せ
る
こ
と
、
は

っ
き
り
さ
せ
る
も
の
、
即
ち
標
識

・
目
印

・
日
陰
柱

な
ど
、
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
る
。
す
る
と
、
表
墓

・
表
間
と
は
、
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某
の
墓
あ

る
い
は
某
が
住
む
邑
の
閻

(里
門
)
だ
と
い
う
こ
と
が
は

っ

き
り
と
わ

か
る
よ
う
に
す
る
行
為
な
の
で
あ
ろ
う
。

為
政
者

に
よ
る
こ
う
し
た
行
為
は
、
周
の
武
王
が
股
を
滅
ぼ
し
た

後
に
行
な

っ
た
と

い
う

「
封
比
干
墓
、
式
商
容
闊
」
(『尚
書
』
武

成
)
が
意

識
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
こ
こ
で
は
表
で
は
な

く
、
「封
墓
」
「式
間
」
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
話
は

『史
記
』
段
本

紀
に
も
み
え
、
そ
こ
で
も

「封
比
干
之
墓
、
表
商
容
之
閻
」
と
、
「封
」

に
つ
く
る
。
ま
た
こ
れ
以
降
も
た
び
た
び
文
献
に
現
れ
る
が
、
そ
れ

ら
も
み
な

「
封
」
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の

「封
墓
」
の
意
味
に
つ
い

て
鄭
玄
は
、
「積
土
爲
封
、
封
比
干
之
墓
、
崇
賢
。」
(
『史
記
』
楽
書

の
注
)
と
、
崇
賢
の
意
を
表
す
た
め
に
土
盛
り
を
し
て
封
を
作
る
こ

と
だ
と

い
う
。
ち
な
み
に
こ
の
封
と
は
土
地
の
境
界
で
は
な
く
、
塚

の
盛
り
土
を

い
う

の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
「封
墓
」
と

い
う
言
い
方

は
比
干
の
話
に
お
い
て
だ
け
で
、
そ
れ
以
外
は
前
掲

の
干
定
国
伝
の

よ
う

に
、
「
表
」
字
が
用

い
ら
れ
る
こ
と
が
多

い
。
こ
の

「表
」
字

に
つ
い
て
顔
師
古
は

「武
王
入
股
、
表
商
容
閻
、
式
箕
子
門
、
封
比

干
墓
、
今
陛
下
能
乎
。」
(
『漢
書
』
巻
四
〇

張
良
)
に

「表
謂
顯

異
之
」
と
注
し
、
表
を
顕
異
、
即
ち
他
と
は
は
っ
き
り
区
別
す
る
こ

と
だ
と
説
明
す
る
。
師
古
の
注
は

「表
閻
」
に
つ
け
ら
れ
た
も
の
で

は
あ
る
が
、
「
表
墓
」
に
も
あ
て
は
め
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、

そ
れ
は
や
は
り
某
の
墓
だ
と
は

っ
き
り
わ
か
る
よ
う
に
す
る
、
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
で
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
方
法
で

「他
と
区
別

し
は

っ
き
り
さ
せ
」
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
は
例
え
ば
、

後
翼
州
刺
史
買
琢
使
行
部
、
過
祠
雲
墓
、
刻
石
表
之
。

(『後
漢
書
』
列
伝
四
七

李
雲
)

の
よ
う
に
、
刻
石
を
建
て
る
と

い
う
方
法
が
あ
る
。
残
念
な
が
ら
こ

の
刻
石
は
形
状
も
刻
さ
れ
た
内
容
も
わ
か
ら
な
い
が
、
次

の
よ
う
に

は

っ
き
り
と
碑
と
い
う
も
の
も
あ
る
。

刺
史
郡
守
各
爲
立
碑
表
墓
焉
。

(『後
漢
書
』
列
伝
七

一

独
行

萢
再
)

ま
た
碑
の
如
き
形
状
や
内
容
と
は
違
う
も

の
と
し
て
、

葬
於
成
都
郭
中
、
號
日
武
澹
、
以
石
作

鏡

一
枚
表
其
墓
。

(『後
漢
書
』
列
伝
七
二

上
方
術

任
文
公
伝
の
注
に
引
く
楊

雄

『蜀
王
本
紀
』
)

が
あ
る
。
山
の
精
た
る
美
女
を
嬰

っ
た
蜀
王
が
、そ
の
妃
が
亡
く
な

っ

た
の
で
、
石
の
鏡
で
墓
を
表
し
た
と
言
う
話

で
あ
る
。
彼
女
が

「
顔

色
美
絶
」
で
あ

っ
た
た
め
か
、
丈
夫
が
化
し
て
女
子
と
な

っ
た
山
精

で
あ

っ
た
た
め
か
理
由
は
わ
か
ら
な

い
が
、
「表
」
に
は
、
死
者
を

象
徴
す
る
よ
う
な
も
の
を
用

い
る
こ
と
が
あ

っ
た

の
か
も
し
れ
な

い
。
と
も
あ
れ
以
上
の
よ
う
に
、
「表
墓
」
と
は
、
刻
石
な
ど
を
建
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て
て
明
示
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
死
者
に
対
す
る
尊
崇
の
意
を
表
し
、

ま
た
顕
彰

せ
ん
と
す
る
行
為
で
あ
り
、
比
干
の
話
と
同
様
、
崇
賢
の

行
為
で
あ

っ
た
。

さ
て

　
方

の
式
で
あ
る
が
、
服
慶
は
転
だ
と

い
う
。
彼
は

「司
馬

法
日
、
登
車
不
式
…
」
(
『漢
書
』
巻
五
四

李
広
)
に

「式
、
撫
車

之
式
以
禮
敬
人
也
。
式
者
、
車
前
横
木
也
、
字
或
作
較
。
」
と
注
し

て
お
り
、
こ
れ
に
従
え
ば

「式
間
」
と
は
、閻
の
前
で
車
の
横
木

(転
)

に
手
を
か
け
て
礼
を
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
顔
師
古
は
、

先

に
あ
げ

た
張
良
伝
の
注
の
続
き
に

「式
亦
表
也
。

一
読
、
至
其
門

而
撫
車
式
、
所
以
敬
之
。」
と

い
う
。
服
慶
説
を

一
説
と
し
て
紹
介

し
つ
つ
も
、
表
も
式
も
同
じ
く
顕
異
す
る
こ
と
だ
と
し
て
い
る
。
つ

ま
り
、
閻

や
門
に
何
ら
か
の
表
示
を
す
る
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
そ
れ
は
後
漢
章
帝
の
建
初
5
年
の
こ
と
と
し
て
、

卒
於
官
。
詔
書
…
刻
石
表
閻
。(『後

漢
書
』
列
伝
二
九

淳
干
恭
)

と
あ
る
よ
う
に
、
や
は
り
刻
石
を
立
て
て
明
示
す
る
こ
と
を

い
う

の

で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
里
門
に
明
示
す
る
も
の
を
設
け
る
と

い
う
行

為
は
、
『
史
記
』

や

『漢
書
』
に
は
み
ら
れ
な

い
が
、
後
漢
に
な
る

と
目
に
つ
く
よ
う
に
な
る
。
淳
干
恭
よ
り
早
い
も
の
と
し
て
は
、

蜀
平
、
光
武
下
詔
表
其
閻
、
盆
部
紀
載
其
高
節
、
圖
豊
形
象
。

(『後
漢
書
』
列
伝
七

一

李
業
)

と
い
う
事
例
が
あ
り
、
淳
干
恭
以
後

の
例
で
は
安
帝
元
初
六
年
の
詔

に
、

月
令
…
季
春
、
賜
貧
窮
、
賑
乏
絶
、
省
婦
使
、
表
貞
女
。
所
以

順
陽
氣
、
崇
生
長
也
。
其
賜
…
貞
婦
有
節
義
十
鱗
、
甑
表
門
聞
、

旋
顯
厭
行
。

(
『後
漢
書
』
安
帝
紀
)

と
あ
る
。
貞
婦
の
節
義
あ
る
も
の
の
門
閻
を
明
示
さ
せ
て
い
る
が
、

百
官
志

の
県
郷
の
條
に
は
、

凡
有
孝
子
順
孫
、
貞
女
義
婦
、
譲
財
救

患
、
及
學
士
爲
民
法
式

者
、
皆
扁
表
其
門
、
以
興
善
行
。

と
あ
り
、
貞
女
義
婦
な
ど
、
民
の
規
範
と
な
る
者
は
そ
の
門
を
扁
表

(名
前
を
連
ね
て
掲
げ
る
の
で
あ
ろ
う
か
)
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い

た
。
実
際
、
『後
漢
書
』
列
女
伝
に
は
父
の
仇
を
討

っ
た
張
蛾
に
対

し
て

「
州
郡
表
其
閻
」
と
あ
る
し
、
若
く
し

て
夫
と
死
別
し
、
さ
ら

に
子
も
亡
く
し
て
後
に
、
嫌
疑
を
避
け
る
た
め
自
ら
耳
を
そ

い
だ
桓

驚
之
女
に
対
し
て

「浦
相
王
吉
上
奏
高
行
、
顯
其
門
間
、
號
日
行
義

桓
楚
。
縣
邑
有
祀
必
旙
焉
。
」と
あ
る
。
お
そ
ら
く
こ
れ
ら
「表
」
や
「顕
」

の
具
体
的
方
法
と
し
て
は
、
「行
義
桓
麓
」

(麓
は
寡
婦
の
こ
と
)
と

い
う
よ
う
な
号
や
名
前
が
記
さ
れ
た
板
や
石
が
立
て
ら
れ
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
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こ
の
よ
う
に
、周
武
王
の
崇
賢
精
神
を
継
ぐ
で
あ
ろ
う
「表
墓
」
「表

閻
」
と

い
う
行
為
は
、
漢
代
で
は
封
や
軟
で
は
な
く
、
墓
や
里
門
に

木
や
石
な
ど
を
立
て
て
そ
の
人
物
を
明
示
し
た
崇
賢

・
顕
彰
行
為
で

あ
る
と

い
え
る
。
そ
れ
で
は
次
に
、
こ
う
し
た
表
墓
と
墓
碑
の
関
係

を
考
察
し
て
み
た
い
。

2
、
表
墓
と
立
碑

そ
も
そ
も
墓
に
は
名
前
な
ど
ご
く
簡
単
な
内
容
を
記
し
た
木
製
の

し
る
し
が
建
て
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
前
漢
文
帝
時
代
の

こ
と
と
し
て

又
陽
聚
土
、
樹
表
其
上
日
、
開
章
死
、
葬
此
下
。

(
『漢
書
』
巻
四
四

准
南
属
王
劉
長
)

と
あ
り
、
師
古
は
、
「表
者
、
竪
木
為
之
、
若
柱
形
也
。
」
と
注
し
、

木
製
で
柱

の
よ
う
な
形
を
し
た
も
の
と

い
う
。
表
は
表
示
す
る
も

の

で
あ
る
か
ら
、
も
ち
ろ
ん
墓
以
外
に
も
建
て
ら
れ
る
。
例
え
ば
王
葬

時
代
の
例
と
し
て
、

下
詔
日
、
…
各
方
六
丈
、
高
六
尺
、
築
爲
武
軍
、
封
以
爲
大
獄
、

薦
樹
之
棘
。
建
表
木
、
高
丈
六
尺
。
書
日
、
反
虜
逆
賊
鯨
親
。

(『漢
書
』
巻
八
四

程
方
進
)

と
あ
る
。
王
葬
が
故
事
に
ち
な
ん
で
、
反
乱
を
起
こ
し
た
人
た
ち
の

屍
を
集
め
、
六
丈
四
方
高
さ
六
尺
の
武
軍
を
築
い
て
土
盛
り
し
棘
を

植
え
た
。
そ
し
て
そ
こ
に

「
反
虜
逆
賊
鯨
観

(鯨
観
は
、
害
を
な
す

大
魚
。
悪
人
を
象
徴
す
る
。
)」
と
書
い
た
高
さ
丈
六
尺

(約
三
・六
m
)

も
の
表
木
を
建
て
た
と

い
う

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
表
は
、
そ
れ

が
何
か
、
そ
こ
が
い
か
な
る
場
な
の
か
を
示
す
こ
と
を
第

一
義
と
す

る
、
表
示
板
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

た
だ

い
く
ら
表
示
板
と

い
っ
て
も
、
単
に
名
前
だ
け
で
な
く
、
「反

虜
逆
賊
鯨
観
」
の
よ
う
な
評
価
を
こ
め
た
文
が
記
さ
れ
る
場
合
、
そ

こ
に
は
懲
罰
的
な
意
味
が
生
じ
る
。
な
ら
ば

こ
れ
と
は
逆
、
即
ち
顕

彰
の
場
合
も
同
じ
で
、
例
え
ば

「孝
婦
某
某
之
墓
」
な
ど
と
書
く
と
、

顕
彰
の
意
を
表
す
こ
と
に
な
ろ
う
。
前
掲
の
干
定
国
伝
に
み
え
る
「表

墓
」
も
、
あ
る
い
は
こ
う
し
た
表
木
を
建
て
る
と

い
う
方
法
だ

っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。

墓
と

い
う
場
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
褒
財

の
意
を
含
む
表
示
が
い

つ
か
ら
始
ま

っ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
王
葬
伝
に
み
た
よ
う
に
、

文
献
で
確
認
で
き
る
限
り
で
は
前
漢
末
頃
で
あ
る
。
こ
う
し
た
褒
財

の
意
を
込
め
た
簡
単
な
木
製
の
表
示
物
が
出

現
し
た
の
な
ら
ば
、
そ

れ
が
後
漢
後
半
に
大
流
行
し
た
墓
碑

へ
と

つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
の
は
自
然
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
前
漢
末
か
ら
み
ら
れ
る
顕
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彰
を
含
意

し
た
木
表
が
、
素
材
を
石
に
変
え
、
文
章
を
飾

っ
た
結
果

が
墓
碑
だ
と

い
う
考
え
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
首

・
額
そ
し
て
時
に
穿
や
量
を
備
え
た

「碑
」
が
、
ど

こ
か
ら
生
ま
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
不
明
な
点
が
多

い
。
こ
れ
ま

で

『禮
記
』
に
基
い
て
、
廟
で
犠
牲
を
繋
い
だ
柱
と
、
墓
で
棺
を
下

す
た
め
の
柱
の
二
系
統
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
定
か
で
は
な

い
。

ま
た
趙
超
氏
は

「
石
刻
が
興
起
し
て
後
、
木

の
墓
表
は
石
に
変
わ

っ

た
。
だ
か
ら
後
漢

の
多
く
の
墓
碑
は
墓
表
と
自
称
す
る
」
と
、
木
表

が
墓
碑

に
な

っ
た
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
文
献
史
料
に
見

え
る
木

の
墓
表
と
墓
碑
は
あ
ま
り
に
違
う
。
墓
碑
の
起
源
に
つ
い
て

は
よ
く
わ
か
ら
な

い
が
、
表
と
の
関
係
に
お
い
て
若
干
考
察
を
加
え

て
お
き
た

い
。

①

後
漢
石
刻
に
お
け
る

「表
」
「表
石
」

ま
ず
は
漢
代
の
刻
石
に
お
い
て

「表
」
が
ど

の
よ
う

に
現
れ
る
の

か
を
確
認

し
て
お
こ
う
。
前
掲
の

『後
漢
書
』
李
雲
伝

に
、
「後
翼

州
刺
史
買
琢
使
行
部
、
過
祠
雲
墓
、
刻
石
表
之
。」
と
、
刺
史

の
買

珠
が
管
轄
内
を
巡
行
し
た
際
、
外
戚
専
横
を
非
難
し
て
獄
死
し
た
李

雲

の
墓
を
祠
り
、
そ
の
際

「石
に
刻
し
て
之
を
表
」
し
た
と

い
う
。

こ
の
石
は
墓
に
建
て
ら
れ
た
は
ず
だ
が
、
碑
と
言
わ
な
い
こ
と
か
ら

す
れ
ば
墓
碑
で
は
な
か

っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
仮
に
碑
の
つ
も
り

で
な
い
と
す
れ
ば
何
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
以
下
に
み
る
「表
」
「表

石
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

石
刻
資
料
の
中
に
は
趙
超
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「表
」
あ
る

い
は

「表
石
」
と
自
称
す
る
も
の
が
あ
る
。

一
つ
は

『隷
繹
』
巻
六

所
載
の

「
謁
者
景
君
墓
表
」

で
あ
る
。
墓
主
は
山
東
任
城
の
人
で
、

安
帝

の
元
初
元
年

(
一
一
四
)
に
卒
し
て
い
る
。
石
が
摩
滅
し
て
読

め
な
い
部
分
も
多

い
が
、
碑
陰
に
は

「
諸
生
服
義
者
」
と
し
て
義
士

一
人
と
弟
子

一
四
人
が
名
を
連
ね
て
お
り
、
彼
等
が
立
碑
者
で
あ
ろ

う
。
石
の
形
状
は
不
明
。
文
章
は
短

い
な
が
ら

「
惟
元
初
元
年
五
月

丁
卯
故
謁
者
任
城
景
君
卒
鳴
呼

(以
下
閾
)
」
で
始
ま
り
、
最
後

に

銘
が
つ
く
。
同
じ
く
任
城
出
土
の
北
海
相
景
君
碑

(
一
四
三
年
)
と

似
て
、
後
漢
末

の
碑
の
形
式
を
ほ
ぼ
備
え
て

い
る
と

い
っ
て
よ

い
。

『隷
繹
』

に
よ
る
と
、
こ
れ
に
は

「故
謁
者
景
君
墓
表
」
と

い
う
隷

額
が
あ
る
と

い
う
。
も
う

一
つ
は

「広
漢
長
王
君
治
石
路
碑
」
(『隷

繹
』
四
)
で
あ
る
。
こ
れ
は
章
帝
建
和
二

(
一
四
八
)
年
、
道
路
開

通
を
顕
彰
し
て
弟
子
が
建
て
た
も
の
で
あ
る
。
閾
字
を
除
い
て
八
四

字
。
碑
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
自
称
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
し
、

石
の
形
も
不
明
で
あ
る
。
た
だ

「表
」
の

一
文
字
が
、
題
と
し
て
刻

さ
れ
て
い
る
と

い
う

(「
以

一
表
字
題
其
上
」
)
。
こ
の
よ
う
に

「表
」
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一
字
が
題
と
し
て
刻
さ
れ
た
も
の
と
し
て

「右
扶
風
丞
李
君
通
閣
道

記
」
(『八
環
室
金
石
補
正
』
巻
四
)
が
あ
る
。
こ
れ
は
桓
帝
永
寿
元

(
一

五
五
)
年
完
成
し
た
道
路
整
備
工
事
を
顕
彰
し
て
刻
さ
れ
た
嚢
斜
道

刻
石
の

一
つ
で
、
摩
崖
で
あ
る
。
総
字
数
は
わ
ず
か
に
七
二
字
。
本

文
七
行
目

の
上
方
に

「表
」
と
大
字
で
刻
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
こ

の
他
、
額

や
題
に
表
と
称
し
て
は
い
な
い
も
の
の
、
文
中
で
自
ら
を

表
あ
る
い
は
表
石
と
称
す
る
石
も
あ
る
。

一
つ
は
韓
勅
碑

(
『隷
繹
』

巻

一

一
五
六
年
)
で
あ
る
。
こ
れ
は
韓
君
が
禮
器
を
造
立
し
た
こ

と
を
讃
え
た
内
容
で
、
禮
器
碑
と
も
呼
ば
れ
る
。
立
石
者
の
名
と
醸

出
金
額
も
記
さ
れ
て
お
り
、
文
中
に

「共
立
表
石
、
紀
傳
億
載
」
と

み
え
る
。
も
う

一
つ
は
張
遷
碑

(『金
石
葦
編
』
巻

一
八

一
八
六

年
)
で
あ

る
。
こ
れ
は

「漢
故
穀
城
長
蕩
陰
令
張
君
表
頒
」
の
象
額

を
も
つ
徳
政
碑
で
、
こ
こ
に
も

「於
是
刊
石
竪
表
、
銘
勒
萬
載
」
「
刊

石
立
表
、
以
示
後
昆
」
と
み
え
る
。

以
上
の
石

の
う
ち
、
「景
君
墓
表
」
は
内
容

・
文

の
形
式
か
ら
み

て
墓
碑
と

い
っ
て
よ
い
。
「治
石
路
碑
」
と

「李
君
通
閣
道
記
」
は

い
わ
ゆ
る
紀
功
碑
で
あ
る
し
、
韓
勅
碑
も
祭
祀
に
関
わ
る
も

の
で
は

あ
る
が
紀
功
で
あ
ろ
う
。
ま
た
張
遷
碑
は
徳
政
碑
で
あ
る
。
従

っ
て

こ
れ
ら
の
立
石
場
所
は
、
墓
や
道
路

(功
績
の
地
)
の
近
く
そ
し
て

任
官
地
と
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
ま
た
石
の
形
状
も
、
摩
崖
や
長
方
形

の
板
状
の
も
の
、
円
首
を
も

つ
い
わ
ゆ
る
碑

の
形
な
ど
、
こ
れ
も
多

様

で
あ
る
。
ま
た
石
の
大
き
さ
が
わ
か
る
の
も

の
で
は
、
張
君
碑
が

拓
高

一
八
七

㎝
、
寛
七
四
㎝
で
、
円
首
無
穿
。
韓
勅
碑
が
拓
高

一
六

五

㎝
、
寛
七
六

㎝
で
無
額
無
穿
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
形
状

・
立
地

は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
顕
彰
を

目
的
と
す
る
こ
と
だ
け

は
共
通
し
、
そ
し
て
い
ず
れ
も
表
と
自
称
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
大

き
さ
な
ど
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
「
表
」
と
は
い
う
が
、
名
前
な

ど
を
書

い
た
単
純
な
表
示
板

の
如
き
も
の
と
は
全
く
違
う
。
つ
ま
り

こ
の

「表
」
は
単
に

「
明
ら
か
に
す
る
」
だ
け
で
は
な
く
、
も
は
や

顕
彰
の
意
と
解
し
て
よ

い
だ
ろ
う
。

以
上
の
考
察
を
踏
ま
え
て
、
も
う

一
度
表
木

・
表
石
と
碑
の
関
係

を
ま
と
め
て
お
こ
う
。
為
政
者
は
政
治
的
目
的
を
も

っ
て
、
し
ば
し

ば
吏
民
の
墓
で
祭
祀
を
行
な

っ
た
り
、
「表
墓
」
を
行
な

っ
た
。
表

墓
と
は
某

の
墓
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
、
そ
れ
に
よ

っ
て
崇
賢

・
顕

彰

の
意
を
表
わ
す
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的

に
は
、
木
あ
る

い
は
刻

石
な
ど
を
建
て
る
こ
と
で
あ

っ
た
。
そ
も
そ
も
墓
に
は
墓
主
の
名
な

ど
を
記
し
た
表
木
と
呼
ば
れ
る
表
示
木
が
建

て
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る

が
、
前
漢
末
頃
に
は
、
名
前
以
外
に
為
政
者

に
よ
る
評
価
の
語
が
加

え
ら
れ
る
こ
と
が
あ

っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
「表
」
が
単
な
る
表
示

か
ら
、
為
政
者
が
認
定
す
る
価
値
や
評
価
を
社
会
に
向
か
っ
て
表
示
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す
る
、
い
わ
ば
社
会
的

・
政
治
的
意
義
を
も
ち
は
じ
め
た
こ
と
を
意

味
す
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
か
ら
、
功
業
は
広
く
顕

彰
し
、
記
録
し
、
万
歳
に
残
す
べ
し
と
す
る
風
が
強
ま
る
と
、
墓
に

刻
石
を
建

て
る
顕
彰
行
為
も
、
為
政
者
が
吏
民
に
対
し
て
行
う
だ
け

で
な
く
、
下
か
ら
上

へ
の
方
向
が
増
え
る
。
素
材
は
木
か
ら
石
に
変

わ
り
、
大
き
さ
も
増
し
、
顕
彰

の
文
章
は
長
く
か
つ
美
し
く
な
る
。

こ
う
し
た

「表
」
は
も
は
や
単
な
る
明
示
で
は
な
く
表
彰

で
あ
り
、
「表

石
」
は
表
彰
文
を
の
せ
る
た
め
の
石
と
な

っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
「表
」

は
元
来
表
示
す
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
墓
や
廟
に
立

つ
べ
き
碑
と
は

違

っ
て
、
立

つ
場
所
や
石
の
形
状
は
問
わ
な
い
。
内
容
が
顕
彰

で
さ

え
あ
れ
ば
よ

い
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ

「表
」
は
墓
碑
も
顕
彰
碑

も
紀
功
碑

も
含
む
こ
と

に
な
る
。
す
で
に
見
た

「表
」
「表
石
」
と

自
称
す
る
刻
石
の
共
通
点
が
、
顕
彰

の

一
点
だ
け
で
あ

っ
た
の
は
こ

の
た
め
で
あ
る
。
要
す
る
に
表
示
板
た
る

「表
石
」
は
、
単
な
る
表

示
石
以
外

に
顕
彰
刻
石
全
体
を
含
む
広

い
概
念
の
言
葉
と
な

っ
た
の

で
あ
る
。

さ
て
、

こ
れ
ま

で
後
漢
時
代

の

「
表
石
」
「表
」
の
実
態
を
み
て

き
た
が
、
次
に
表
彰

の
た
め
の
石
を
な
ぜ

「碑
」
と
呼
ぶ
の
か
に
つ

い
て
も
み

て
お
き
た

い
。

②

禮
の
中
の
碑

そ
も
そ
も
碑
と

い
う
言
葉
は
後
漢
に
な

っ
て
初
め
て
現
れ
る
。
も

ち
ろ
ん
そ
れ
以
前
か
ら
石
に
文
字
を
刻
す
る
こ
と
は
あ

っ
た
が
、
そ

れ
ら
は
た
だ

「石
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
だ
け

で
あ
る
。
従

っ
て
、
後

漢
に
な

っ
て
現
れ
た

「碑
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
石
は
そ
れ
以
前
の
刻

石
と
は
区
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
、
多
く
の
先
学
が
指
摘

す
る
通
り
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
後
漢
時
代
の

「碑
」
の
起
源
と
さ
れ

る
、
礼
の
書
に
み
え
る
碑
を
み
て
み
よ
う
。

碑
と
い
う
言
葉
は

『儀
礼
』
と

『禮
記
』

に
見
え
る
。
以
下
の
十

例
で
あ
る
。

、

12

、

3

、

4

、

5

、

6

、

7

、

8

、

9

、

上
當
碑
南
陳

(『儀
礼
』
聰
礼
)

爽
碑
十
以
爲
列

(同
上
)

賓
自
碑
内
聴
命

(同
上
)

陳
鼎
干
碑
南

(『儀
礼
』
公
食
大
夫
禮

)

庶
差
陳
干
碑
内
、
庭
實
陳
干
碑
外

(同
上
)

宰
夫
北
面
子
碑
南

(『禮
記
』
雑
記
下
)

公
室
視
豊
碑
、
三
家
視
桓
檀

(『禮
記
』
檀
弓
下
)

君
葬
…
四
緯
二
碑
、
大
夫
葬
…
二
緯
二
碑
、
士
葬
…
二
緯
無
碑

(『禮
記
』
喪
服
大
記
)

用
緯
去
碑
負
引

(同
上
)
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10
、
入
廟

門
、
麗
干
碑

(『禮
記
』
祭
義
)

こ
の
う

ち
、
7
の
鄭
玄
注
に

「豊
碑
、
断
大
木
爲
之
、
形
如
石
碑
、

於
榔
前
後

四
角
樹
之
、穿
中
於
問
爲
鹿
盧
、下
棺
以
緯
続
」
と
あ
る
が
、

こ
れ
が
墓

「穴
の
四
方
に
四
本
の
木
柱
を
建
て
、
其
相
対
す
る
柱
に

夫
々
輪
輻

の
軸
を
通
し
、
縄
を
鞭
轄

の
軸

に
ま
」
き
、
縄

の

一
方
を

棺
、

一
方
を
碑
の
頭
に
引

っ
掛
け
て
人
が
引
く
、
と
関
野
貞
氏
が
説

明
さ
れ
る
も
の
で
、
墓
に
設
置
さ
れ
た
棺
を
下
す
柱
で
あ
る
。
も
う

一
つ
は
、

10
の
孔
穎
達
疏
に

「麗
、
繋
也
」
と

い
う
も

の
で
、
こ
れ

が
廟
に
置

か
れ
た
犠
牲
を
繋

い
で
お
く
碑
で
あ
る
。
碑
に
は
こ
の
二

系
統
が
あ

る
と
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
二
説
は
7
～
10
の

説
明
に
は
な

っ
て
も
、
1
～
6
は
説
明
で
き
な
い
。
そ
れ
で
は

『儀

礼
』
の
碑

は
ど
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
鄭
玄
注

は
「宮
必
有
碑
、所
以
識
日
景
引
陰
陽
也
。
凡
碑
、
引
物
也
。
…
其
材
、

宮
廟
以
石
、
窪
用
木
。
」
と

い
い
、
日
陰
を
計
る
道
具
と
し
て
い
る
。

そ
し

て

『禮
記
』

の
碑
と

『儀
礼
』

の
碑
を
総
合
的
に
解
釈
し
よ

う
と
し
た

の
か
、
そ
の
後
に

「凡
そ
碑
は
引
物
な
り
」
と
、
棺
を
下

す
た
め
に
縄
を
か
け
、
犠
牲
を
繋
ぎ
、
日
陰
を
作
る
、
こ
れ
ら
を
総

括
的
に
説
明
す
る
と
、
物
を
引
く
機
能
を
も

つ
も
の
だ
と

い
う

の
で

あ
る
。
こ

の
説
明
は
や
や
こ
じ
つ
け
の
き
ら

い
が
あ
る
。
ま
た

『儀

礼
』
の
経
文
を
見
る
限
り
、
な
ぜ
こ
こ
か
ら
日
陰
を
計
る
と
い
う
こ

と
が
わ
か
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
こ
れ
ら

い
く
つ
か
の
機
能
を
兼

ね
備
え
た

「碑
」
な
る
物
体
と
は

一
体
何
な

の
か
、
ま
す
ま
す
わ
か

ら
な
く
な

っ
て
し
ま
う

の
で
あ
る
。
そ
こ
で

一
旦
鄭
玄
の
注
を
離
れ

て
、
『儀
礼
』

の
本
文

の
み
を
見
て
み
よ
う
。
す
る
と
、
こ
れ
ら
は

全
て
碑
が
何
ら
か
の
基
準
に
な

っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
碑
の
南

に
陳
べ
る
、
碑

の
内
側

・
外
側
と
い
っ
た
ぐ
あ
い
で
あ
る
。
こ
れ
は

6
も
同
じ
で
あ
る
。
つ
ま
り
碑
は
儀
式
に
必
要
な
何
ら
か
の
ポ
イ
ン

ト
を
示
す
標
識
の
よ
う
な
役
目
を
果
た
し
て
い
る
の
で
は
な

い
だ
ろ

う
か
。
そ
こ
で
も
う

一
度
7
に
戻
る
が
、
こ
の
碑
は
棺
を
下
す
柱
と

い
う
意
味
で
あ

っ
た
。
7
の
文
章
は

「公
室
視
豊
碑
」
の
あ
と
に
「
三

家
視
桓
檀
」
と
続
き
、
碑
は
桓
櫨
と
対
応
し
て
い
る
。
こ
の
桓
と
碑

に
つ
い
て
注
に

「
四
植
謂
之
桓
」
「碑
、如
桓
　
」
と
あ
り
、桓
は
四
ヶ

所
に
建

て
る
も
の
で
、
碑
は
桓
と
同
じ
よ
う
な
も
の
だ
と

い
う
。
檀

は
柱

の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
桓
檀
と
は
四
ヶ
所
に
建
て
る
柱
で
あ
り
、

碑
も
そ
う
し
た
柱
の
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
8
の
注
に
も

「碑
、
桓
檀
也
」
と
あ
る
。
そ
れ
で
は
桓
は
何
か
と
い
う
と
、
『説
文

解
字
』
六
篇
上
に

「桓
、
亭
郵
表
也
」
と
あ
り
、
亭
郵
に
建
て
ら
れ

た
標
識
の
こ
と
だ
と
い
う
。
白
川
静
氏
に
よ
る
と
、
桓
表

の
も
と
の

形
は
軍
門
の
左
右
に
建

て
ら
れ
た
禾
で
、
「
禾
は
木

の
上
部
に
横
に

出
る
袖
木
を

つ
け
た
柱
の
形
」
だ
と

い
う
。
な
ぜ
禾
を
門
に
立
て
た
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の
か
と
い
う
と
、
そ
も
そ
も

「古
代
に
は
、
神
聖
な
場
所
を
表
示
す

る
た
め
に
、
標
木
と
し
て
禾
形
の
木
を
樹
て
た
」
た
め
で
あ
る
。

つ

ま
り
、
神
聖
な
場
所
を
示
す
標
木
と
し
て
の
禾
が
、
桓
の
本
来
の
姿

だ

っ
た
と

い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
だ
と
す
れ
ば
、
そ
の
桓
と
同
じ
役

割
を
す
る
と
い
う
碑
も
ま
た
標
だ
と

い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
つ
ま
り
、

墓
穴

の
四
隅
に
立
て
ら
れ
て
い
た
の
は
、
棺
を
下
す
た
め
で
は
な
く
、

そ
こ
が
死
者
が
眠
る
神
聖
な
場
で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
で
あ
り
、

ま
た
廟
の
中
庭
に
立

っ
て
い
た
の
は
犠
牲
を
繋
い
だ
り
日
陰
を
計
る

た
め
で
は
な
く
、
何
ら
か
の
儀
式
上

の
標
と
し
て
立

っ
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
。
そ
れ
が
次
第
に
、
棺
を
下
す
柱
や
犠
牲
を
繋
ぐ
柱
と
し
て

も
転
用
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

つ
ま
り
、
禮

の
書
に
み
え
る
碑
は
本
来
標
で
あ
り
、
時
と
し
て
他
の
用
途
に
転
用

さ
れ
た
姿

で
は
な

い
か
と
思
う

の
で
あ
る
。

③

碑
と
表

こ
れ
ま

で
の
考
察
を
ふ
ま
え
て
、
碑
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
の
問

題
点
を
ま
と
め
て
お
き
た

い
。
碑

の
起
源
の
二
つ
の
説

の
う
ち
、
墓

に
立

っ
て

い
た
表
木
が
石
に
変
わ

っ
て
墓
碑
に
な

っ
た
、
と
い
う
意

見
に
つ
い
て
。
こ
れ
は
自
然
な
考
え
方
で
は
あ
る
が
、
な
ぜ
石
に
変

わ

っ
た
と

き
に
表
石
と

い
わ
ず
碑
と

い
う
の
か

(前
述

の
よ
う

に

「表
」
「表
石
」
と
い
う
例
も
あ
る
が
、
刻
石
全
体
で
み
れ
ば
少
数
で

あ
る
し
、
墓
碑
の
中
で
は
ま
れ
で
あ
る
)
、
ま
た
碑
の
形
式
と
表
木

の
形
式
の
継
承
関
係
が
不
明
で
あ
る
こ
と
、

が
問
題
で
あ
る
。
表
石

と
称
す
る
墓
碑
も
あ
る
が
、
極
め
て
少
数
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、

や
は
り
墓
に
立
て
る
も

の
は
、
「碑
」
と

い
う
名
称
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
、
つ
ま
り

「碑
」
と

い
う
語
に
意
味
が
あ

っ
た
の
で
は

な

い
だ
ろ
う
か
。
さ
て
今
ひ
と

つ
の
、
棺
を

下
す
柱
と
犠
牲
を
繋
ぐ

柱

の
二
系
統
か
ら
発
生
し
た
と
す
る
説
に
つ
い
て
。
す
で
に
述
べ
た

よ
う
に
、
碑
と
い
う
同
じ
名
称
で
二
種
類
あ

っ
た
の
で
は
な
く
、
碑

は
本
来
神
聖
な
場
に
建
て
ら
れ
た
標
だ

っ
た

の
だ
が
、
そ
れ
は
お
く

と
し
て
、
こ
の
説
は
、
後
漢
時
代
に

「
碑
」
と
い
う
語
と
特
殊
な
形

式
が
用
い
ら
れ
て
い
る
理
由
が
説
明
で
き
る
点
に
お
い
て
有
効
で
あ

る
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
文
献
上
、
碑
は

『儀
礼
』

『禮
記
』
以

来
、
後
漢
ま
で
姿
を
見
せ
な
い
。
碑
が
ほ
ん
と
う
に
注
釈
家
が
い
う

よ
う
な
機
能
と
そ
れ
に
応
じ
た
形
状
を
も

っ
て
い
た
の
か
の
確
証
も

な
く
、
ま
た
そ
の
継
続
性
が
不
明
で
あ
る
た
め
、
禮
書
中
の
碑
を

ス

ト
レ
ー
ト
に
後
漢
の
碑
に
結
び
付
け
る
こ
と

に
は
躊
躇
せ
ざ
る
を
得

な
い
。
結
局
今
の
と
こ
ろ
は
以
下
の
よ
う
に
考
え
て
お
き
た
い
。
後

漢
時
代
に
な

っ
て
顕
彰
の
風
が
高
ま
り
、
墓

で
の
顕
彰
と
永
続
的
記

録
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
す
で
に
表
木
が
存
在
し
た
こ
と
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も
あ
り
、
墓
側
に
何
か
を
立
て
よ
う
と
考
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
禮
の

中
に
典
故

が
求
め
ら
れ
、
墓
や
廟
に
置
か
れ
た
碑
な
る
も

の
が
取
り

入
れ
ら
れ
た
、
と
。

こ
れ
ま

で
、
墓
を
舞
台
と
し
た
顕
彰
行
為
を
み
て
き
た
が
、
い
ま

一
つ
為
政
者
に
よ
る
顕
彰
手
段
と
し
て
文
献
に
み
え
る
の
が
絵
画
で

あ
る
。
次

に
絵
画
に
つ
い
て
考
察
し
、
刻
石
と
の
差
異
を
明
ら
か
に

し
て
お
き

た
い
。

3
、
為
政
者
に
よ
る
顕
彰
～
画
像
～

つ
と
に
米
沢
嘉
圃
氏
は

「漢
代
の
絵
画
に
於
け
る
勧
戒
主
義
と
画

家
」
(
『東
方
学
報
』
東
京
第
九
冊
)
の
中
で
、
中
国
古
代
の
絵
画
は

勧
戒
主
義

的
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
特
に
儒
教

が
国
の
基
本
理
念
と
さ
れ
て
以
降
、
絵
画
は
儒
教

の
教
化
手
段
と
し

て
利
用
さ
れ
た
。
皇
帝

・
皇
后
を
は
じ
め
道
徳
教
育

の
手
段
と
し
て

用
い
ら
れ
、
そ
れ
が
や
が
て
百
官
臣
僚
に
対
す
る
政
治
教
育
に
用

い

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
。
氏
も
引
く
王
延
寿

の
「魯
霊
光
殿
賦
」

(『文
選
』
巻

=

)
に
よ
る
と
、
霊
光
殿
に
は

「山
神
海
霊
」
か
ら

「黄

帝
唐
虞
」
そ
し
て

「揺
妃
乱
主
、
忠
臣
孝
子
、
烈
士
貞
女
、賢
愚
成
敗
」

に
至
る
ま
で

「載
叙
せ
ざ
る
な
し
」
で
あ

っ
た
が
、そ
の
目
的
は

「悪

は
以
て
世
を
誠
め
、
善
は
以
て
後

に
示
す
」

こ
と
で
あ
る
と

い
う
。

霊
光
殿
は
、
孔
壁
経
伝
を
得
た
こ
と
で
有
名

な
魯
恭
王
鯨
が
建
て
た

と
い
う
宮
殿
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
画
が
建

設
当
初
か
ら
あ

っ
た
の

か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
確
か
に
漢
代
人
は
、
絵
画
は
勧

戒
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
ら
し
い
。
そ
れ
は

『漢
書
』
叙
伝
の

「時
乗
輿
握
坐
張
書
扉

風
、
豊
紺
醇
鋸
姐
己
作
長

夜
之
樂
。
」
や
、
『後
漢
書
』
皇
后
紀

(順
烈
梁
皇
后
)
の

「常
以
列

女
圖
書
置
於
左
右
、
以
自
監
戒
。」
あ
る
い
は

『後
漢
書
』
酷
吏
伝

(陽
球
)
の

「
臣
聞
圖
象
之
設
、
以
昭
勧
戒
、
欲
令
人
君
動
竪
得
失
。」

な
ど
か
ら
も
伺
え
よ
う
。
し
か
し
米
沢
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
図

画
は
や
が
て
功
臣
を
顕
彰
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
は
「忠
誠
の
念
」

を

「振
興
」
し
、
「職
務
に
精
励
」
(括
弧
内

は
米
沢
氏
)
さ
せ
る
と

い
う
政
治
的
な
目
的
を
も

つ
。
こ
の
よ
う
な
顕
彰
目
的
の
絵
画
は
武

帝
期
に
確
認
で
き
る
。
『漢
書
』
巻
六
八

金

日
琿
伝
に
、

日
琿
の
母
、
両
子
を
教
謳
す
る
こ
と
甚

だ
法
度
あ
り
、
上
聞
き

て
之
を
嘉
す
。
病
死
す
。
詔
し
て
甘
泉

宮
に
図
画
せ
し
め
、
署

し
て
曰
く
、
休
屠
王
關
氏
と
。

(日
碑
母
教
誇
雨
子
、
甚
有
法
度
、
上
聞
而
嘉
之
。
病
死
、
詔

圖
書
於
甘
泉
宮
、
署
日
、
休
屠
王
関
氏
。)

と
み
え
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
休
屠
王
が
殺
さ
れ
、
心
な
ら
ず
も
子
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ら
と
と
も

に
漢
に
没
官
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
金
日
琿
の
母
は
、
関

氏
と
し

て
の
誇
り
を
も
ち
つ
つ
、
り

っ
ぱ
に
子
ら
を
育

て
あ
げ
た
。

そ
れ
に
感

じ
た
武
帝
が
彼
女
の
肖
像
画
を
作
ら
せ

「休
屠
王
関
氏
」

と
題
し
て
甘
泉
宮
に
掲
げ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
以
後
も
顕
彰
絵
画
は

作
ら
れ
、
宣
帝
時
代
に
は
厳
麟
閣
に
功
臣

=

人
が
描
か
れ
た
。
こ

の
こ
と
は

『漢
書
』
巻
五
四

蘇
武
伝
に
み
え
る
。

甘
露
三
年
、
輩
干
始
入
朝
。
上
思
股
肱
之
美
、
乃
圖
豊
其
人
於

麟
麟
閣
、
法
其
形
貌
、
署
其
官
爵
姓
名
。
唯
窪
光
不
名
、
日
大

司
馬
大
將
軍
博
陸
侯
姓
震
氏
、
次
日
衛
將
軍
富
平
侯
張
安
世
、

次
日

…
典
屡
國
蘇
武
。
皆
有
功
徳
、
知
名
當
世
、
是
以
表
而
揚

之
、
明
著
中
興
輔
佐
、
列
於
方
叔

・
召
虎

・
仲
山
甫
焉
。
凡
十

一
人
、
皆
有
傳
。
自
丞
相
黄
覇

・廷
尉
干
定
國

・大
司
農
朱
邑

・

京
兆
サ
張
傲

・右
扶
風
サ
翁
蹄
及
儒
者
夏
侯
勝
等
、
皆
以
善
終
、

著
名

宣
帝
之
世
、
然
不
得
列
於
名
臣
之
圖
、
以
此
知
其
選
　
。

周
宣
王
中
興
の
功
臣
で
あ
る
方
叔

・
召
虎

・
仲
山
甫
に
比
せ
ら
れ

る
宣
帝
中
興
の
功
臣
が
選
ば
れ
、
そ
の
官
爵
姓
名
と
と
も
に
描
か
れ

た

の
で
あ

る
。
こ
の

=

人
は
す
で
に
な
く
な

っ
た
功
臣
の
中
か
ら

選
ば
れ
た

の
で
は
な
い
。

=

人
の
う
ち
、
甘
露
三
年
段
階
で
薫
望

之
は
存
命

で
あ

っ
た
し
、
選
に
漏
れ
た
、
即
ち
候
補
者
に
な
り
う
る

と
考
え
ら

れ
て
い
る
六
人
の
内
、
少
な
く
と
も
干
定
国
と
張
敵
は
存

命
し
て
い
る
。
遠

い
過
去
の
偉
人
を
描
く
の
で
も
、
金
日
碑
の
母
の

よ
う
に
死
に
際
し
て
描
い
た
の
で
も
な

い
、
生
死
に
関
わ
ら
ず
当
代

の
功
臣
を
顕
彰
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
顕
彰
画
は
次
第

に
増
え
、
後
漢
に
な
る
と
例
え
ば
、

蜀
平
ら
か
な
り
て
、
光
武
詔
を
下
し
て
其
の
閻
を
表
し
、
益
部

紀
に
其
の
高
節
を
載
せ
、
形
象
を
圖
書
吾

し
む
。

(
『後
漢
書
』
独
行
伝

李
業
)

(蜀
平
、
光
武
下
詔
表
其
間
、
益
部
紀
載
其
高
節
、
圖
豊
形
象
。
)

と
、
公
孫
述
に
屈
せ
ず

つ
い
に
毒
を
仰

い
で
死
ん
だ
李
業
に
対
し
て
、

光
武
帝
は
表
閻
し
、
記
録
に
残
し
、
肖
像
を
描
く
、
と

い
う
三
つ
の

方
法
で
顕
彰
し
た
。
光
武
帝
は
独
行

・
逸
民
あ
る
い
は
清
名
の
士
と

い
わ
れ
た
人
々
を
積
極
的
に
招
聴

・
顕
彰
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
そ

の

一
環
で
あ
る
。
ま
た
明
帝
は
、
宣
帝
時
代

の
離
麟
閣
の
功
臣
図
に

な
ら
い
、
「前
世
の
功
臣
を
追
感
」
し
て
南

宮
雲
毫
に
二
十
八
将
を

図
画
せ
し
め
て
い
る
。
さ
ら
に
霊
帝
喜
…平
六
年
に
は
、

霊
帝
旧
徳
を
思
い
感
じ
、
乃
ち
広
及
び
太
尉
黄
瑳
を
省
内
に
図

画
し
、
議
郎
藥
琶
に
詔
し
て
其
の
頒
を
為
ら
し
む
と
い
う
。

(『後
漢
書
』
列
伝
三
四

胡
広
伝
)

(霊
帝
思
感
奮
徳
、
乃
圖
書
廣
及
太
尉
黄
瑳
於
省
内
、
詔
議
郎

藥
琶
爲
其
類
云
。)
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と
、
禁
中

に
胡
広
と
黄
環
を
描
か
せ
、
藥
琶
に
そ
の
頒
を
作
ら
せ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
功
臣
の
肖
像
画
に
称
揚
の
辞
を

つ
け
る
の
は
す

で
に
、初

め
、
充
国
功
徳
の
雀
光
と
列
を
等
し
う
す
る
を
以
て
、
未
央

宮
に
書
す
。
成
帝
の
時
、
西
完
嘗

て
警
有
り
、
上
、
将
帥

の
臣

を
思

い
、
充
国
を
追
美
し
、
乃
ち
黄
門
郎
楊
雄
を
召
し
て
充
国

に
即
き
て
図
画
し
、
之
を
頗
ぜ

し
む
。

(『漢
書
』
巻
六
九

趙
充
国
)

(初
、
充
國
以
功
徳
與
震
光
等
列
、
書
未
央
宮
。
成
帝
時
、
西

先
嘗
有
警
、
上
思
將
帥
之
臣
、
追
美
充
國
、
乃
召
黄
門
郎
楊
雄

即
充
國
圖
書
而
頒
之
。)

と
、
成
帝

時
代
に
楊
雄
が
皇
帝
の
命
に
よ
り
、
趙
充
国
の
書
に
頒
を

つ
け
て
い
る
事
例
が
あ
る
。
単
に
肖
像
画
を
書
き
名
を
記
す
だ
け
で

な
く
、
賛
辞
を
そ
え
る
こ
と
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
よ
う
に
後
漢
時
代
に
な
る
と
事
例
が
増
え
、
賛
辞
を
書
く
よ

う
に
な
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
描
く
主
体
も
皇
帝
か
ら
地
方
官
に
ま
で

広
が
り
、
従

っ
て
描
か
れ
る
対
象
も
功
臣
だ
け
で
は
な
く
、

一
般
民

に
ま
で
広
が

っ
て
ゆ
く
。
例
え
ば

『後
漢
書
』
方
術
伝

許
楊
に
、

農
、
都
宮
に
於
て
楊
の
爲
に
廟
を
起
て
、
形
像
を
図
画
す
。
百

姓
そ

の
功
績
を
思
い
、
皆
こ
れ
を
祭
祀
す
。

((太
守
郡
)
農
於
都
宮
爲
楊
起
廟
、
圖
書
形
像
、
百
姓
思
其
功

績
、
皆
祭
祀
之
。)

と
あ
り
、
術
数
に
た
け
都
水
橡
と
し
て
水
利
に
功
績

の
あ

っ
た
許
楊

の
た
め
に
、
太
守
の
郡
農
が
廟
を
た
て
肖
像
画
を
書

い
て
い
る
。
ま

た

『後
漢
書
』
西
南
夷
伝
に
は
、

州
中
の
論
功
未
だ
上
す
に
及
ば
ざ
る
に
、
会
た
ま
疎
、
創
を
病

み
て
卒
す
。
張
喬
深
く
痛
み
て
之
を
惜

し
み
、
乃
ち
石
に
刻
し

て
銘
を
勒
し
、
そ
の
像
を
図
画
す
。

(州
中
論
功
未
及
上
、
會
疎
病
創
卒
、
張
喬
深
痛
惜
之
、
乃
刻

石
勒
銘
、
圖
書
一其
像
。)

と
あ
り
、
軍
功
を
あ
げ
た
従
事
の
楊
疎
が
功
績
を
中
央
に
報
告
す
る

前
に
亡
く
な

っ
た
の
を
悼
ん
で
、
刺
史
の
張
喬
が
刻
石
を
立
て
肖
像

画
を
書
か
せ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
順
帝
時
代

の
こ
と
と
し
て

郡
県
表
言
し
、
雄
の
爲
に
碑
を
立
て
、
そ
の
形
を
図
象
す
。

(『後
漢
書
』
列
女
伝

叔
先
雄
)

(郡
縣
表
言
、
爲
雄
立
碑
、
圖
象
其
形
焉
。
)

と
あ
り
、
郡
や
県
が
孝
女
の
た
め
に
碑
を
立

て
肖
像
画
を
書
か
せ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
皇
帝
が
功
臣
を
顕
彰
し
た
よ
う
に
、
地
方
官
が
管

轄
内
の
吏
民
を
顕
彰
す
る
た
め
、
肖
像
画
を
書
か
せ
て
い
る
の
で
あ
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る
。
そ
の
際
、
列
女
伝
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
し
ば
し
ば
碑
を
伴
う
。

こ
の
こ
と
か
ら
立
碑
と
図
画
が
為
政
者
に
と

っ
て
同
じ
く
顕
彰
手
段

で
あ

っ
た

こ
と
が
改
め
て
確
認
で
き
る
。
そ
し
て
も
う

一
つ
、
後
漢

時
代
の
立
石
と
図
画
に
共
通
す
る
の
が
、
意
思
表
示

・
自
己
主
張

の

手
段
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
筆
者
は
か

つ
て
刻
石
が
単
に
儀
礼
的
な

も
の
で
は
な
く
、
自
分

の
政
治
的
姿
勢
や
考
え
方
を
示
す
意
思
表
示

の
手
段
で
あ

っ
た
こ
と
を
述
べ
た
。
同
じ
こ
と
は
図
画
に
も
い
え
る
。

例
え
ば

『後
漢
書
』
列
伝
三
三

朱
穆
伝
に
引
く
謝
承

『後
漢
書
』
に
、

翼
州
刺
史

朱
穆
が
、
宙
官
勢
力
に
厳
し
く
臨
ん
だ
た
め
に
廷
尉
に
徴

せ
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
時
の
こ
と
と
し
て
、

穆
の
當
に
道
に
就
く
べ
き
に
臨
み
、
翼
州
従
事
爲

に
像
を
書

い

て
庁
事

の
上
に
置
か
ん
と
欲
す
る
に
、
穆
、
板
書
を
留
め
て
曰

く
、
吾
が
形
を
豊
き
て
以
て
負
を
重
ぬ
る
を
為
す
な
か
れ
。
忠

義
の
未
だ
顕
わ
れ
ざ

る
に
、
何
ぞ
形
象
の
紀
す
に
足
ら
ん
や
、

と
。
(穆
臨

當
就
道
、
翼
州
從
事
欲
爲
豊
像
置
聴
事
上
、
穆
留
板
書
日
、

勿
書
吾
形
、
以
爲
重
負
。
忠
義
之
未
顯
、
何
形
象
之
足
紀
也
。
)

と
あ
る
。
従
事
が
朱
穆
の
肖
像
を
役
所

に
置
こ
う
と
し
た
の
は
、
上

司
に
対
す

る
処
罰

へ
の
抗
議
と
と
も
に
、
そ
の
正
義
を
顕
彰
す
る
た

め
で
あ
ろ
う
。
朱
穆
が
言
う
よ
う
に
、
肖
像
画
は
忠
義
を
始
め
顕
彰

す
る
た
め
の
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
誰
を
顕
彰
す
べ
き
か
は
要
す
る
に

評
価
の
問
題
で
あ
る
か
ら
、
権
力
に
よ
っ
て
不
当
に
弾
圧
を
受
け
た

人
物
を
顕
彰
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
抗
議
の
意
を
表
す
る
こ
と
も
で
き

る
。さ

て
、
こ
の
よ
う
に
図
画
と
刻
石
は
似
た
性
質
を
も

つ
の
だ
が
、

図
画
に
は
刻
石
に
は
み
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ

る
。
そ
れ
は
図
画
に
は

褒
だ
け
で
な
く
財
を
も
含
め
た
評
価
が
つ
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば

『績
漢
書
』
郡
国
志

河
南

の
條
に
引

く
慮
勘
の

『漢
官
』
に
、

郡
府
の
聴
事

の
壁
の
諸
サ
の
書
賛

、
建
武
よ
り
陽
嘉
に
詑
ぶ
ま

で
、
そ
の
清
濁
進
退
を
注
す
る
に
、
い
わ
ゆ
る
過
を
隠
さ
ず
、

虚
し
く
誉
め
ず
、
甚
だ
述
事
の
実
を
得

た
り
。
後
人
是
を
謄
る

に
、
以
て
勧
催
す
る
に
足
る
。
春
秋
、
毫
毛

の
善
を
采
り
、
繊

麓
の
悪
を
罰
す
る
こ
と
王
公
を
避
け
ず
と

い
え
ど
も
、
以
て
こ

れ
を
過
ぐ
る
な
き
こ
と
尤
も
著
明
な
り
。

(郡
府
聴
事
壁
諸
サ
書
賛
、
肇
自
建
武
、
詑
干
陽
嘉
、
注
其
清

濁
進
退
、
所
謂
不
隙
過
、
不
虚
春
、
甚
得
述
事
之
實
。
後
人
是

謄
、
足
以
勧
催
、
難
春
秋
采
毫
毛
之
善

、
罰
繊
楚
之
悪
、
不
避

王
公
、
無
以
過
此
、
尤
著
明
也
。)

と
あ
る
。
河
南
サ
の
役
所
の
壁
に
は
建
武
か
ら
順
帝
陽
嘉
年
間
ま
で
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の
歴
代
河
南
サ
の
肖
像
画
と
清
濁
進
退
が
、
あ
り

の
ま
ま
公
平
に
書

か
れ
て
い
た
と

い
う
。
先

の
例
で
も
、
翼
州
従
事
が
刺
史
の
肖
像
を

役
所
に
置

こ
う
と
し
た
の
は
、
こ
の
よ
う
に
当
時
役
所
に
は
長
官
の

肖
像
が
掲
げ
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
か

っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
長

官

の
肖
像
画
が
役
所
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
の
は
、
河
南
サ
だ
け
で
な

く
、
次
の

『三
国
志
』
魏
書
九

曹
休
伝
に
引
く

『魏
書
』
に
、

休
祖

父
嘗
為
呉
郡
太
守
。
休
於
太
守
舎
、
見
壁
上
祖
父
書
像
、

下
楊
拝
涕
泣
、
同
坐
者
皆
嘉
歎
焉
。

と
あ
る
よ
う
に
、
呉
郡
太
守
府
で
も
確
認
で
き
る
。
曹
休
の
祖
父
が

太
守
で
あ

っ
た
の
は
お
そ
ら
く
霊
帝
か
ら
献
帝
頃
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
画
に
は
賛
と

い
う
論
評
が
書
か
れ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
が
、
鷹
勘
自
身
、
そ
う
し
た
贅
を
集
め
て
状
人
記
な
る
も

の
を

著
し
た
ら
し
い
。

初
め
、
父
の
奉
司
隷
た
り
て
、
並
び
に
諸
の
官
府
郡
国
に
下
し
、

各
お

の
前
人
の
像
賛
を
上
ら
し
む
。
勘
乃
ち
そ
の
名
を
連
綴
し

て
状

人
紀
を
為
る
。

(
『後
漢
書
』
列
伝
三
八

鷹
渤
)

(初
、
父
奉
爲
司
隷
時
、
並
下
諸
官
府
郡
國
、
各
上
前
人
像
賛
、

勘
乃
連
綴
其
名
、
録
爲
状
人
紀
。
)

こ
れ
に
よ
る
と
、
鷹
勘
が
資
料
と
し
た
の
は
、
司
隷
校
尉
で
あ

っ

た
父
の
鷹
奉
が
管
轄
下
の
諸
官
府
郡
国
に
提
出
さ
せ
た
前
人
の
像
賛

で
あ

っ
た
。
こ
の
前
人
が
ど
の
よ
う
な
人
を
さ
す
の
か
は
わ
か
ら
な

い
が
、
必
ず
し
も
遠

い
過
去

の
人
だ
け
で
は
な
く
、
同
時
代
人
も
含

ま
れ
て
い
た
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。

こ
の
よ
う
に
、
肖
像
画
に
つ
け
ら
れ
る
贅
は
通
常
は
褒
辞
で
あ
ろ

う
が
、
時
と
し
て
厳
し
い
評
価

の
言
葉
が
附
せ
ら
れ
、
い
わ
ば
公
開

さ
れ
た
か

つ
ビ
ジ

ュ
ア
ル
な
成
績
表
の
如

き
機
能
を
も
つ
こ
と
も

あ

っ
た
。

4
、

顕
彰

と
評
価

こ
れ
ま
で
、
為
政
者
に
よ
る
顕
彰
の
う
ち
、
墓
に
お
け
る
顕
彰
と

図
画

の
二
点
に
つ
い
て
み
て
き
た
。
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
の
考
察
を
ふ

ま
え
て
顕
彰
行
為
の
意
味
を
考
え
て
み
た
い
。

祠
墓

・
表
墓
と
図
画
に
よ

っ
て
人
を
顕
彰
す
る
こ
と
は
、
と
も
に

前
漢
時
代
後
半
か
ら
見
ら
れ
た
が
、

い
ず
れ
も
後
漢
に
入

っ
て
か
ら

頻
度
を
増
し
、
ま
た
そ
の
主
体
が
皇
帝
か
ら
広
く
地
方
長
官
に
ま
で

広
が
り
を
み
せ
、
そ
れ
に
伴

っ
て
顕
彰
の
対
象
も
廷
臣
か
ら
在
野
の

賢
者
や
列
女
な
ど

一
般
人
に
ま
で
及
ん
だ
。

つ
ま
り
、
顕
彰
は
後
漢

に
な

っ
て
か
ら
さ
か
ん
に
な

っ
た
と

い
え
る
。
た
だ
、
さ
ま
ざ
ま
に

あ
る
顕
彰
の
方
法
の
中
で
、
後
漢
時
代
に
目
に
付
く
立
石
や
図
画
と
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い
っ
た
方

法
の
特
徴
は
、
官
爵
を
授
け
た
り
、
金
銭

・
吊
な
ど

の
金

品
を
与
え

る
と
い
っ
た
実
質
的
な
こ
と
と
は
違
い
、
名
誉
を
与
え
る

性
格
の
も

の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
何
を
意
味
す
る
の
だ

ろ
う
か
。
ま
ず
、
名
誉
は
人
に
知
ら
れ
な
く
て
は
意
味
が
な

い
。
だ

か
ら
こ
そ
刻
石
や
図
画
と
い
う
、
人
目
に
ふ
れ
る
手
段
が
選
ば
れ
た

の
で
あ
る
が
、
人
に
知
ら
し
め
る
と

い
う

の
は
本
人
の
た
め
だ
け
で

は
な
い
だ

ろ
う
。
名
誉
は
誰
か
ら
も
ら
う

の
か
が
重
要
だ
か
ら
で
あ

る
。
官
僚
な
ら
ば
誰
よ
り
も
皇
帝
で
あ
る
し
、
地
方
の
吏
民
な
ら
ば

地
方
長
官

で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
名
誉
を
賜
与
す
る
と

い
う
顕
彰
方

法
は
、
結
局
は
広
く
皇
帝

の
権
威
を
示
す
こ
と
に
も
な
る
は
ず
で
あ

る
。な
お
名

誉
は
実
質
的
に
何
も
得
る
も
の
が
な

い
わ
け
で
は
な
い
。

有
徳

の
人
士
や
賢
者

・
功
臣
を
顕
彰
す
る
の
は
、
そ
う
し
た
人
物
は

崇
敬
さ
れ
る
べ
き
だ
か
ら
で
あ
る
が
、
そ
の
結
果
本
人
の
み
な
ら
ず

子
孫

に
も

優
遇
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
『後

漢
書
』

に
は
し
ば
し
ば

「賢
者
子
孫
」
「
賢
者
之
後
」
と

い
う
言

い

方
が
見
ら
れ
、
彼
等
が
さ
ま
ざ
ま
に
優
遇
を
受
け
た
り
、
す
で
に
断

絶
し
た
功
臣
の
子
孫
を
探
す
こ
と
が
行
な
わ
れ
る
。
現
在
落
ち
ぶ
れ

て
い
た
と
し
て
も
、
先
祖
に
功
績
が
あ
れ
ば
、
政
治
状
況
の
変
化
で

取
り
立
て
ら
れ
る
か
も
し
れ
な

い
の
で
あ
る
。

た
だ
、
こ
う
し
て
さ
か
ん
に
行
な
わ
れ
た
顕
彰
活
動
が
、
純
粋
に

崇
賢
思
想
か
ら
く
る
も
の
で
あ
る
か
は
疑
問
で
あ
る
。
容
易
に
気
づ

か
れ
る
よ
う

に
、
こ
れ
は
人
材
登
用
で
あ

り
人
物
評
価

で
も
あ
る
。

後
漢
は
光
武
帝
の
時
代
か
ら
、
外
戚
勢
力
を
抑
え
、
人
材
登
用
に
意

を
用
い
て
い
た
。
し
か
し
そ
れ
も
長
続
き
せ
ず
、
和
帝
か
ら
は
す
で

に
外
戚
勢
力
、
さ
ら
に
は
宙
官
が
権
力
を
も

つ
よ
う
に
な
る
の
は
周

知

の
通
り
で
あ
る
。
や
が
て
地
方
を
巻
き
込

ん
で
の
政
治
の
混
乱

・

選
挙

の
腐
敗
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
そ
う
し
た
状
態

で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
有
為

の
人
材
を
確
保

す
る
こ
と
は
重
要
な
課

題
と
な
ろ
う
。
役
所
に
歴
代
長
官

の
肖
像
を
掲
げ
、
そ
こ
に
春
秋
顔

負
け
の
清
濁
進
退
を
記
す
と

い
う

の
は
、
盛

ん
な
顕
彰
行
為
が
単
な

る
招
賢
思
想
に
基
く
も

の
で
な
い
、
も

っ
と
実
質
的
な
意
図
を
感
じ

さ
せ
る
。
顕
彰
す
る
に
は
ま
ず
は
顕
彰
候
補

者
を
認
定
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
し
、
ま
た
顕
彰

の
方
法
に
も

い
ろ

い
ろ
な
段
階
が
あ

っ
た

は
ず
で
あ
る
。
国
家
は
こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
ラ
ン
ク
に
応
じ
た
顕

彰
の
手
段
を
駆
使
し
て
、
権
威
の
誇
示
と
人
材
の
吸
い
上
げ
を
図

っ

て
い
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
生
前
は
功
績
に
応
じ
て
官
職
や
金

品
を
賜
与
し
た
り
、
あ
る
い
は
肖
像
画
を
書

い
た
り
、
国
家
の
記
録

に
残
し
た
り
す
る
。
そ
し
て
亡
く
な
る
と
、
葬
儀
に
際
し
て
金
銭
を

は
じ
め
祭
祀

・
諌

・
諮

・
立
石
な
ど
様

々
な
賜
与
物
が
、

一
生
を
通

一41一



し
て
の
最
終
的
評
価
に
応
じ
て
与
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

こ
れ
ま

で
為
政
者
に
よ
る
顕
彰
と
し
て
祠
墓
、
表
墓

(立
石
)
そ

し
て
図
画
を
と
り
あ
げ
て
考
察
し
て
き
た
。
後
漢
時
代
は
前
代
に
比

し
て
、
こ
れ
ら
の
い
ず
れ
も
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
理

由
と
し
て
人
材
発
掘
と
権
威
の
誇
示
を
想
定
し
て
み
た
。

一
般
に
顕

彰
が
、
国
家
の
求
め
る
吏
民
の
姿
を
明
示
し
奨
励
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
が
、
そ
れ
に
加
え
て
有
能
な
人
材

を
得
た
い
と

い
う
要
求
と
、
顕
彰
主
体
た
る
皇
帝
、
地
方
に
お
け
る

長
官
の
権
威
を
示
す
こ
と
、
が
あ
る
。
後
漢
時
代
、
豪
族
、
そ
し
て

中
期
以
降

は
外
戚
や
宙
官
と

い
っ
た
皇
帝
権
力
を
相
対
化
さ
せ
る
政

治
勢
力
の
中
に
あ

っ
て
、
い
か
に
皇
帝
権
力
を
維
持
強
化
す
る
か
、

そ
れ
を
禮

と
い
う
形
式
に
の

っ
と

っ
た
や
り
方
で
行
な
う
に
は
ど
う

す
る
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
顕
彰
活
動
を
、
そ
う
し
た
戦
略

の
表
れ
と

解
釈
し
て
み
た
。
当
時
の
官
吏
登
用
の
実
態
や
評
価
制
度
な
ど
、
実

証
的
な
論
証
と

い
う
よ
り
も
理
念
的
あ
る
い
は
概
括
的
な
意
見
に
終

わ

っ
て
し
ま

っ
た
が
、
今
後
は
こ
う
し
た
見
通
し
に
も
と
つ
い
て
実

証
面
か
ら
も
つ
め
て
い
き
た

い
と
思
う
。

注(
1
)
趙
超

『中
国
古
代
石
刻
概
論
』

(文
物
出
版
社

一
九
九
七
)

一

一
頁
。

(
2
)
四
川
省
昭
覚
県

で

「耶
都
安
斯
郷
石
表
」
と
呼
ば
れ
る
石
が
出
土
し
た
。

こ
れ
は
数
種

類
の
公
文

書
を
追

い
込

み
形
式

で
写
し
た
、
珍

し

い
内

容

の
も

の
で
あ
る
。
報
告

に
よ
る
と
形
状

は

「
上
細
下
粗
」
の
四
角
柱
で
、

断

面
は
長

方
形
、
座

及
び
頂

の
状
況

は
不
明

で
あ

る
。
大

き
さ

は
高

さ

一
六

二

㎝

・
幅

六

二

・
五

㎝

・
厚

四
二

㎝
で
、
字
数

は
全
部

で
四

〇
〇
字

ほ
ど
で
あ
る
。
霊
帝
光

和
四
年

(
一
八

一
)
の
年
号
が
み
え
る
。

す

で

に
石
は

二

つ
に
割

れ
、
石
面

が
荒

れ

て

い
る
た

め
に
繹
読

で
き

な

い
文
字

も
あ

る
。
内
容

は
興
味

深

い
が
、
文

意

の
通

じ
が
た

い
と

こ
ろ

が
あ
る

こ
と

や
、
本

来

の
立

石
場
所

が
わ
か

ら
な

い
な

ど
、
こ

の
石

の
性
質
は
よ
く
わ
か
ら
な

い
。
た
だ
文
章

の
最
後

の
部
分
に

「
高

米
立

石
表
」

と
み
え

る

の
で
、

こ
の
石
が

「
表

」

で
あ

る

こ
と

は
確

か
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
こ
の
表

は
、
本
来

の
表
示
と
し

て
の
表

で
あ
る
。

(
『考
古
』

一
九
八
七
ー

五
)

(3
)
関
野
貞

『支
那
碑
砺
形
式

ノ
変
遷
』

一
九
三
五
年
。
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